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ブランド研究のトレンド ｘ 私の興味 

1. ブランド研究のこれまで（過去）の流れ x 私の興味 

2. ブランド研究の今（現在） x 私の興味 

3. ブランド研究のこれから（未来）の方向 x 私の興味 

ブランドの新しい研究アジェンダ～何について考えるべきか 



                        

消費者行動研究と戦略論の接点としてのブランド- #1 

１．ブランド研究のこれまで（過去）の流れ x 私の興味 



                        

消費者行動研究と戦略論の接点としてのブランド- #2 

１．ブランド研究のこれまで（過去）の流れ x 私の興味 



                        

消費者行動研究と戦略論の接点としてのブランド- #3 

１．ブランド研究のこれまで（過去）の流れ x 私の興味 

阿久津・野中 (2001) 



                        

知識創造理論を土台にコンテクストに着目 
「情報ベース」から「意味ベース」のブランド観に移行 

２．ブランド研究の今（現在） x 私の興味 

阿久津・石田 (2002) 

阿久津 (2002) 

阿久津・野中 (200１) 



                        

文脈視点とブランドの価値共創 

２．ブランド研究の今（現在） x 私の興味 

Fujikawa, Akutsu, & Ono 

(forthcoming), “Context 

Management Approach to Value 

Co-Creation: Toward Dynamic 

Process Model of Customer as 

Value Co-Creator,” in  Spohrer, 

Sawatani, and Kwan (eds.), Global 

Perspectives on Service Science: 

Japan, Springer 

 

藤川・阿久津・小野（２０１２） 



                        

寄付の心理研究からソーシャル・ブランド論へ 

Aaker, J. L. & S. Akutsu (2009), “Why do 
people give? The role of identity in giving” 

3．ブランド研究のこれから（未来）の方向 x 私の興味 



                        

ソーシャル時代のブランド・マネジメント 

３．ブランド研究のこれから（未来）の方向 x 私の興味 

 

Jennifer Aaker (２０１０）  

 

ジェニファー アーカー(２０１１）  

 



                        

経験経済からソーシャルエコノミーの時代へ 

阿久津・谷内 ・金田 ・鷲尾 (2012)  

３．ブランド研究のこれから（未来）の方向 x 私の興味 



                        

 

経験経済からソーシャルエコノミーの時代へ 



                        

ソーシャル時代のブランド・ポートフォリオ戦略 

Aaker (2004) /アーカー（2005）  

 

３．ブランド研究のこれから（未来）の方向 x 私の興味 

 



                        

ユニリーバのチャレンジ 
Dove vs. Axe ブランド・エッセンス  

 
Dove’s “Real Beauty” Ad images  

 

Axe Point –of- Purchase Display 

Axe Print Ad 

Dove’s Essence: Beauty without 

artifice. (Beauty without stereotypes, 

without over-promises. Beauty from 

lasting, thoughtful care.) 
Axe’s Essence: To improve 

men’s performance in the 

mating game. (Axe gives 

guys the edge in the mating 

game.) 

出所：Austen-Smith & Galinsky (2007) 



                        

成熟市場のブランド戦略：カテゴリー・イノベーション 

３．ブランド研究のこれから（未来）の方向 x 私の興味 

Aaker (2011) /アーカー（2011）  

 
楠木・阿久津（2006）  

 



                        

成熟市場のブランド戦略：文化と二極消費 

３．ブランド研究のこれから（未来）の方向 x 私の興味 

•文化的自己概念とラグジュアリー・ブランド

消費のあり方 

•認知・情動への影響も含めて、文脈として

の文化の分析視座への明示的取り込み 

•文化心理学の応用可能性 

Suzuki & Akutsu (forthcoming), “I Don’t Need and Agreement on My 

Conflicting Shopping Behaviors: Multiple Selves and Consumption in 

Japan,” Advances in Consumer Research, Association for Consumer 

Research.  

This paper explores multiple selves and their conflicting shopping behaviors among East 

Asians. We employ dialectical-thinking theory to understand cultural differences towards 

contradictions. The findings from 28 depth-interviews in Japan illustrate that East Asians, 

contrary to Westerners, do not feel a need to find an agreement on their conflicting behaviors.   



                        

ブランド知識理解の追求：脳神経科学の応用 

３．ブランド研究のこれから（未来）の方向 x 私の興味 

渡邊 他 (2011) 
Plassmann et al (2008) 



                        

ブランド研究の長期展望：脳神経科学 x 文化心理学 
３．ブランド研究のこれから（未来）の方向 x 私の興味 

Akutsu et al (2013) 



                        

 

ご清聴ありがとうございました 


